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東南アジアの

生薬にかんする予察報告

-とくにタイ国生薬について-

木 島 正 夫

は じ め に

タイ国の生薬の調査,研究に着手する予備

調査として1966年10月31日～11月17日の問,

香港,タイ国,シンガポ-ルの主として市場

における生薬の実態を追求 したが,筆者は最

初に香港における東南アジア産の生薬を中心

としてその調査研究から開始した｡

香港は戦前から東洋における有力な生薬の

中継貿易市場であった｡戦後,中国解放後は

世界の有力な生薬生産地である中国と自由国

家群との間は厚い壁に閉ざされ, 戦前, 大

逮,営口,天津,上海,漢口,広東などから

世界各国に供給されていた生薬は輸出されな

くなり,同時にわが国はじめその他の国から

中国に輸出していたものも途絶した｡ことに

中国生薬を多種類,多量求めていたわが国な

どは一時大変な原料危機に見舞われた｡この

ような時期に中国と比較的自由に商品の流通

をみた香港は唯一の中継貿易地としての大き

な役割を果たし,東洋最大の生薬市場の地位

を確保 した｡現在中国の広州を中心として春

秋 2回開催される交易会を通じ,わが国など

は日中友好商社の手で,かなりの量と種類の

必要生薬が直接中国から輸入されるようにな

り,再びそれぞれ産地に直結した港からの貿
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易が復活している｡しかしながら交易会で得

られる生薬は希望する種類と嵐には達 しない

ので必然的にその不足するものは香港経由に

親らざるを得ない｡また交易会に招待されな

いタイ国などは共産圏からの輸出入も容易で

はないOしかも多くの中国系タイ人や中国人

が店住しているこの国では多 くの種類と量の

中 国生薬を必要とし,また一方中国で必要と

する熱帯産生薬を産する｡これらはいずれも

香港経由で貿易されている｡か くのごとく香

港の生薬市場は中国の一部門戸開放があって

もその地位は決して低下 していない｡しかも

戦前東洋におけるもう一つの中継貿易港であ

り,特に東南アジア一帯の生薬の中継輸出港

であったシンガポールの地位が,戦後いちじ

るしく低下 し,これに代わって香港はますま

す隆盛になって現在の地位を築きあげるにい

た っ た ｡

このような香港生薬苗場の現状から東南ア

ジアの生薬の研究を開始するにはまずタイ国

はじめ東南アジア各地から香港に出入する生

薬の種類,あるいはその品質を知る必要があ

り,その調査,研究から開始した｡

なお,わが国もまた日本産生薬を香港経由

で東南アジア各地,その他-輸出し,またFll

国生薬をはじめ東南アジア生薬を輸入 してい

る｡これらの生薬が世界市場に流通する生薬

と対比してどのような品質,あるいは種類の

ものであるかを知る上からも香港一市場の生梨

の研究が必要であることを付記する｡

Ⅰ 香港の生薬市場の調査研究

11月 1-3日にわたり実施したが,生薬貿

易市場は香港島の東南部旧市街すなわち中国

人街にあり,文威酉街,甘雨街,松秀東街な

どに大小の薬材店が両側に軒をならべて集中

している｡狭い,車も十分通れないような露

路にも南限胴こ薬材店がひしめきあい,頭上か

ら洗濯ものの水がしたたり落ちるようなとこ
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木 島 :東南アジアの生薬

写真 1

香港牛燕市場術

写真2

-生薬店レ)店頭

(香港)

ろもあるが,多勢の労務者が入り乱れて立ち

働き,すこぶる活気を呈 し,さすがに東洋一一

の生薬集散地であることを思わせる｡ ここに

は中田の北方系産生薬,両方系産生:_束,さら

に洋渠 (洋薬とは西洋生英を意味するもojで

はなく,タイ ･ベ トナム二両,北二二,ビルマ,

カンボジア,ラオスなど東南アジアーJlij二をは

じめインド,中 近東,さらにアフリカあたり

までを合む熱帯地域の生薬,すなわち苗洋基

を意味するものである)を取り扱うそれぞれ

の専門業者があり,そのほかに高貴基, 例 え

ば厨香 (ジャコウ),牛黄(ゴオウ),歴茸(ロ

クジョウ),犀川 (サイカク),人参 (ニンジ

ン)などだけを扱 う店,英酒を扱 う店なども

なども入りまじっている｡これらの専門業者

を訪ね,まず東南アジア諸地域から猛まって

来る生薬の種類と産地ならびにその品質など,

また東 南アジア諸地域に送られるものについ

ても同様に調べた｡その結果,現在香港生薬

苗場で取引されるlr:_粟の種類は貿易商社数社

の相場表に記載されているものを総合するだ

けでその数は約 500品種におよんでいる｡さ

らに特殊な生薬だけを取り扱 う専門業者のそ

れらの数を合めばさらに多 くの数字になると

思う. これらのご生英の申核になるものは,も

ちろん中国産生薬で,熱帯アジアを合む東南
アジア諸地域をはじめとして,日本,インド,

中近東,アフリカなどの申[司以外の諸地域か

ら産するも0)はその種類からいえば約 1/50)
約 100租くらいであろうが,むしろこれらの

うちには世界lr加二流通する生薬が多く,例え

ば刷板 (コショウ),肉豆墓 (ニクズク),日

柄 (ビヤクダン),丁子 (チョウジ)などであ

る｡ これらの生薬は多 くcDノ生薬学の Text-

bookやあるいは各国の基局方などにも収載

されている重要なもので,東洋医学 (洩方医

早)に使用されるもの,西洋医学にあるいは

製薬原料に,化学工業原料に,香辛料原料に

なるものなどその使用 目的は多岐にわたるが,

東洋各円をはじめ世界各国に供給されている

ものである.さらにこ0)うちからタイ国産の

生薬を拾いだすとその種類はいっそう少な く

なるが,主要なものを表示すれば次のような

ものである(表 1)｡

これらの生薬のすべてがタイ国特産とはい

えないまでも,タイ困ならびにその周辺地域

から虚し,タイ国経Lilで泡外に貿易されてい

る｡またこれらのものがタイ因でも渠用に倶

されていることはもちろんである｡さらにペ
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生 薬 名
T- --~ー-~~-L
自 豆 蒐(-クズク)
roundcardamon

縮 砂(シュクシャ)
amomum,wildSiamese

cardamon

生 蓋(シ3.ウキョウ)
glngerroot,glnger

胡 椴(コショウ)pepper(black-,white-)
ペグ阿仙薬(アセンヤク)
catechu,Pegu-catechu

蘇 方 木(スオウボク)
sappanwood

デ リ ス
derris,tubaroot

タマリンド
tamarindpulp

箆 麻 子(ヒマシ)

Castorseed,castorbeanF
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表 1 香港生薬市場に見られるタイ国産主要生薬

Amomumcardamomum LINN丘
(Zingibeyaceae) 果 実

AmomumxanthioidesWALLICH
(Zingiberaceae)

ZingiberoBcinaZeRoscoE
(Zingl'beraceae)

Pipernigrum LINN丘
(PiPeraceae)

Acacz.-acatechuWILLDENOWAcac多a SumaKURZ
(Leguminosae)

CaesalPiniasaP♪anLINN丘

(Leguminosae)

DerriselliPticaBENTHAM

(Leguminosae)

TamarindusindicaLINNEJ

(Leguminosae)

RicinuscommunisLINN丘
(EuPhorbiaceae)

藤 黄(トウオウ)
gamboge

GarciniahamburgyHooKERf.
(EuPhorbiaceae)

種 子

途

芳香性健胃剤

整 軍 ; 芳香性健胃剤

l

L

i

果 実 ⊆健胃 ･香辛料

L竺 三 上_竺 ___

ll

さ 材 E着色料

根 !農用殺虫剤

lll

庵 子 と 箆麻子池製造原料

ゴム樹脂

chaulmoogra

胡 要 子(コエンドロ)
corianderseed

グッタペルカ
gutta-percha

HydnocarPusalPinaWIGHT
TaraktogenoskurziiKING

(FZacourtiaceae)

種 子

ク ミ ン
Cumln

シャム安息香

(アンソッコウ)
Siam benzoln

ホ ミ カ(馬銭子) ･
nux-vomica,dogbutton!

t

インド蛇木
(ラウオルフィア)

rauwolBa,rauvolBa

紫
lac
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叩
料

嘉｣【
1
.巨

治療剤大風子油製
造原料

香味料
健胃駆風薬

Paraqut.'numguttaBURCK
ParaqutnumObovatumENGLER

(SaPotaceae)
コ

Cuminumcyml'num LINN丘
(Umbellife,ae) :果

ー
ー

rl
_

ム

"
実

StyraxbenzoidesCRAIBst,,axtonkinensisCRAIBetHARTWI｡Hj樹 脂(Styracaceae)
Strychnosnux-vomicaLINN丘

(Loganiaceae)

RauwoljaserPentinaBENTHAM
etKuRZ

(APocynaceae)

鋤(シコウ) ･CoccuslaccaKERR.
HemiPtere(Coccidae)
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j
種

. 根

l

｣

雌虫群の
分泌物

.日日〓｣
斉
体
ん
縁
て
絶
充
気
科
電
歯

料理,製菓用の香料
香料化粧料家庭薬の防腐剤
硫酸ス トキニーネ
製造原料

縮促進,老化防止
血圧降下アルカロイ ド
･レセルピン製造原料

止血薬,ワニス製

造原料
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グ阿仙薬 (アセンヤク),シャム安息香 (アン

ソッコウ),大風子(タイプウシ),箆麻子(ヒ

マシ),縮砂 (シュクシャ),自豆蓋 (-クズ

ク),沈香 (ジンコウ)などはその大部分がタ

イ国から生産されているものである｡

次に香港からタイ国その他の東南アジア諸

地域- 輸出される生薬は,中国産をはじめ,

日本 ,韓国,台湾産の生薬で主に東洋医学の治

療に用いられるもので,その種類は350-400

品種に及び,主要なものはわが国でも使用さ

れているが,その種類はやや多い｡これらの

ノ牛張は主としてタイ国をはじめ 東 南アジア諸

地域に居住する華僑や中国系現地人に使用さ

れていると考えられる｡この内日本産の廷吏

としては次の諸種のものが見 られる(表 2)｡

これらの日本産生薬が中国産の同種生薬と

顔を並べていることは興味のあることである｡

しかし以前にはさらに多数のものがあったよ

うであるが一例えば当帰など一最近 日本では

真二産が少な くなり,姿を消したといわれ,将

来口本における渠用植物栽培について考えざ

るを得ない｡またH本庄生薬が香港-輸出さ

れていることは筆者 もまた熟知のことであっ

たが, これ らが東南アジア諸地域に輸出され
ている状況については日本の生薬業者問にも

詳細には知 られなかったことで,今回の調査

表 2 番港市場に見られる東南アジア向け日本産主要生薬

十 王 ;/.

川 等(セ ンキュウ)
⊂[_】刀 章〕

自 巧(- クシャク)
〔H 白 帯〕

員 母(バイモ)
口二1珠 母コ

麦 門 冬 (バ クモ ン ドウ)
⊂目 安 冬〕

菅 連(オウレン)
〔日 黄 連〕

牡 丹 皮(ボタンピ)
〔[l月面〕

陳 皮(チ ンピ)
〔口 桔 皮〕

白 花(ビャクシ)
〔日 日 韮〕

木 瓜(モ ックワ)
〔H木 瓜〕

呉 葦 英(ゴジュユ)
口｣呉 干〕

基 原 植 物 名 襲用部分

Cnidium oj行cinaleMAKINO
セ ンキュウ (UmbelZiferae)

Paeom'aalbzjioraPALLAS
var.trichocarPa BUNGE
シャクヤク (Paeoniaceae)

FritiZZariathunbergiiM IQ.
ア ミガサユ リ (Liliaceae)

OPhioPogonjaPonicusKER-GAWLER
var.genuinusM AXIMOWICZ
ジャノヒゲ (Liliaceae)

CoPtisjaponica M AKINO
オウレン (Ranunculaceae)

PaeomiamoutanSIMS
ボ タン (Paeoniaceae)

Citrusaurantium LrNNfl.
subsp.nobilisM AKINO
var.unshiuM AKINO

ウンシュウ ミカン (Rutaceae)

AngelicdahuricaBENTHAM
etHooKER

ヨロイグサ (Umbelll'ferae)

ChaenomelesjaponicaLINDLEY
クサボケ (Rosaceae)

EyodiarutaeocarPa HooKER f.
etTHOMSON

ゴシュユ (Rutaceae)

〔 〕の名称は香港生薬市場名｡
中薬類は単味で使｢円することはなく,処方として配合使用する｡
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根 茎

根

り ん 茎

塊 根

Iに

途

静
薬
,了
`ヽ7.71

･･Lf7;A
I人
･上
.I:

...｣リ.1-衣
｢亡｢一
'

用

血
痛
う

補
鎮
用

収れん,緩和,鍾
痩,鎖痛あるいは
下痢,化膿性腫物
に用 う

鋲咳,去疾,排膿
に用 う

粘滑性消炎,滋養
強｣上に用う

Jrn行薩吾,~~~~神経痛

根 皮 ;基準盃警護JU'Rfi雪窺
う

果 皮 芳香健胃薬

根 鎮痛,鎮瞳に用 う

果 実 鋲粗 銅 宴,利尿
に用 う

健胃利尿剤,
朱 美 殺虫,浴湯料とす

る
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写真3 高貴生薬 ｢犀角｣(1個30万円)(香港)

で明らかにすることができた｡以上が香港を

中心とする東南アジア諸国との問の生薬需給

の状態である｡

幸い在香港生薬業者の絶大な支持と協力を

得たため,短期目であったがその調査研究は

円滑に遂行することができ,多大の成果を得

ることができた｡また今後の研究のため多数

の資料と標品とを提供していただいた｡特に

隆秦貿易総経理張宝珂氏,鄭雲氏,永大行総

経理翁偉年氏,李大為氏,協成泰行責女広氏,

張款林氏,また公泰行,民望行,福源号,福

安泰行各社に深甚の謝意を表する｡

Ⅲ タイ国の生薬事情の調査研究

香港についで11月4-12日にわたり今回の

調査研究の主目的であるタイ国の生薬事情に

ついてバンコクを中心に北部のチェンマイと

東部のチャンタブリの各地において調査研究

を行なったが,香港生薬市場の調査の結果,タ

イ国における生薬の取扱業者が主として中国

系タイ人であることを知り,保健衛生省 Dr.

KomoIPengsritongの厚意による斡旋で泰

国聯華薬業公会に協力を求め,極めて有益に

調査研究ができた｡
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写真4 生薬店頭の見本生薬の展示(香港)

タイ国における生薬貿易市場の中 心はバン

コクであるが詳細な状況が不明であったので

筆者はまずタイ国における生薬の使用状況を

知るため,生薬を主として取り扱う薬房 (莱

店)の見学視察から開始した｡

1. バンコクの生薬事情

バンコク市内にはその近郊と合わせて薬局

が極めて多数見受けられ,約 700の薬局 (タ

イ全国の薬局数は約 1,000)が存在するとい

う｡これらの薬局にほ や西中薬房〃すなわち

香港などで見られる西洋医薬品類と中英 (漢

莱)類を取り扱う薬局も各所で見 られるが,

主として生薬類を取り扱 う薬房はバンコク市

内の中国系タイ人街にあり,中国系タイ人あ

るいは華僑の経営になるものが多いが,中英

を多数取り扱う関係上当然である｡バンコク

で見学視察した小売薬房はいずれも西洋医薬

品類と中英 (漢薬)類とさらにタイ国生薬類

の3種類を取り扱っていて,店舗の構造はこ

れらの3種類のコ-ナ-に分かれ,西洋医薬

品を扱 うコーナ-ほわが国で見る一般薬局と

同様で,中薬類を扱 うコーナ-は大型百味箪

笥が並び,鉄の乳鉢,天秤を置く中国式薬店

の構造である｡またタイ国生薬は大体中英コ

ーナーと同様で,ただちがう点は百味箪笥に

書かれている文字がすべてタイ文字で書かれ

ていた｡このタイ国生薬はいわゆるタイ古典

医学による治療などに用いられる生薬でタイ
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阿伝統の生薬類である｡ 〔以下タイ国伝統の

古典医学に使用する召三薬をタイ藁と称 し,莱
洋医苧 (沌方医学)の治療に用いるものを中

葉 (fLTi薬)と称する｡〕

タイ葉類については未だ完全な 文 献はな

く,'Tf_者は出猫榔 こその予備知識を得るため,

タイの 葉用捕物 その他に 関する的里なタイ

語の分拭 Sangiam Phongbunrot,Maithet

MuangThai;SaPPhakhunkhongYaThet

laeYaThai.Bangkok:1959.608p.(木村

也- ｢東南アジアの生薬に関する調査｣ :Jコ東

南アジア研究=iVol.2,No.1,1964に紹介)

に記載された植物名を唯一の煉りとして検討

した｡ タイ三勘まインド占医学 (アユルベーグ

1穴.学)の亜流を汲むといわれ,タイ国で数

百年の歴史と伝統をもち,多 くの古 典 r/)定価達

によって伝承されたタイ古典医学に使用され

る｡今なお古典医師の養成 も行なわれ,タイ

人ojf榔こ根強 く,広 く利用されている｡上記

文献にあげられる吐葉は約 780種で,植物性

のものだけではなく, 動物性住英, 鉱物性

生英も含まれ,また 120種ほどの生薬製剤の

処方もあげられていて, 植物性吐薬のうち約
600種のものに基原柚 物名の記載がある｡ し

かしこの抽物名の記載には不備な点が多 く,

全面Ⅰ伽 こ信頼することはできない｡また文献

に見 られるタイ薬には申葉も含まれていて,

例えば Bualuang一速髪 (-スの花の雛丑),

写真5 バンコク薬店のタイ薬の百昧箪笥

(薬名がタイ名で苦かれている)

千),Kodkakling-ホ ミカ(番木簡)(Siry-

chnosnux-i)omica の 種子), Reu-縮砂仁

(Amomum xanthioidesの種子塊)などがあ

り,これらの多 くはタイ国産のものや近隣に

産出する生薬で,インド産のものもあり,そ

の使用の由来などもうなずけるものであって,

筆者の視察見学 した薬店の百味箪笥には一方

は撲字で,一方はタイ文字で苔かれていて中

味は同じ生基が収められていたoLかL Kod

nantaw-大黄-のように中国西北部特産の

中葉の名称も見 られ,文献では申 薬として最

良品種である錦紋大黄(RheumPalmatumの

根茎,タイ国に産出するとは考えられない)

があげられ,薬店の中薬コーナ-には錦紋大

貴が収められ,タイ薬コ-ナ-にはインド大

黄(Rheumemodiの根茎で,中英としては品

質劣等品)らしきものが入れられていて, 価

コーナーの生薬がことなり,文献と食い違っ

ているものもあった｡なお筆者の視察見学 し

た薬店は小売と同時に生薬の集荷,卸業,負

易等兼業の店であったため,タイ薬を含めて

種々の吐薬を見ることができたが,今回の現

地での調査は極力その標品の収集に主力をつ

くし,将来タイ薬の実態追求とタイ薬の申 薬

とoj関係,その他を明らかにするための基盤

にすべ くつとめた｡その結果バンコクにおい

ては 156柏のタイ薬と若干種の中英を入手 し
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たが,筆者の視察 した薬店の模様から一般に

よく流通 しているタイ薬はおよそ収集できた

のではないかと考える｡ただ今回は植物性生

薬を重点的に収集 したので,かなりの種類が

あると思われる動物性,あるいは鉱物性のタ

イ薬については次の機会にゆずった｡なおこ

れらの標品は帰国後整理した結果,樹皮類生

薬10種,木材類生薬16種,茎幹類生薬 9種,

根 ･根茎類生薬36種,薬類生薬 2種,花類生
薬16種,果実 ･種子類生薬54種,全章類生薬

5種,その他生薬 8種であった｡また生薬製

刺,すなわちわが国における家庭薬の形態を

もったものも若干種入手することができた｡

写真7 WotPo寺院にあるタイ古典医学教
習所 (バ ンコク)

なおその後,Dr.Komolの案内でバンコク

の名刺 WatPo寺院を見学, 同寺院にある

タイ国古典医学教習所兼診療所を視察 し,そ

の際,同所で発行するタイ古典医学書ととも

にタイ薬の新 しい文献 Samakhom Rongri-

enPhaetphaenBoran,PramuanSaPPha-

khunYaThai,Pt.1.Bangkok:1964,324p.

を入手することができた｡この本は未だ上巻

だけしか出版されていない｡前記文献と比較

するとその記載内容はあまり変わりないよう

であるが,前記文献の植物名の誤りなどはか

なり修正され,同時に収載品目の数は約 2倍

に増加 している｡この両文献を総合検討すれ

ば今後のタイ薬検討に参考になることが多い

と思う｡
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次にバンコクの薬店で見 られた小 薬につい

て見るとその種類などは香港市場で調べたも

のとおおむね同様であるが,その品種は香港

で見られるほど多品種にわたらず, 1種類 1

品種程度のものであって,その品種もものに

よっては下級品が見 られた｡例えば人参はほ

とんどが洋参すなわち広東人参であった｡ま

たこれを日本の生薬市場のものと比べるとそ

の種類ははるかに多 く,特に中国南方地域で

使用される生薬が相当あるように思われた｡

例えば田三七など｡また動物性の生薬もかな

り多 く含まれていた｡これらの申 薬を利用す

る中国系タイ人や華僑には中国南方地域の広

州や潮州出身の人達が多いのであるから当然

である｡

なおこれらの中英のなかに日本産生薬 (香

港の項に記す)-例えば黄連,川等,牡丹皮

など-が堂 々と中国産生薬の問に肩をならべ

て見 られ,意外な地域に市場をもっているこ

とに驚いた｡

バンコク生薬市場調査研究に協力 していた

だいた聯華薬業公会理事長翁泰山氏,また調

査研究中終始同行 して案内していただ くとと

もに多種類,多量のタイ薬を研究資料として

御寄贈いただいた福安堂楊錦忠氏,恵済堂周

舟方氏に深甚の謝意を表する｡

2. チェンマイにおける調査研究

バンコクでの調査を終わって筆者は北タイ

山岳地帯の古都チェンマイに赴いた｡同地には

保健衛生省のキナ樹栽培地があり,またRoyal

ForestDepartmentの 植物園があるのでこ

れらをあわせ見学するためである｡タイ国内

航空でチェンマイに到着 し,直ちにキナ栽培

地に向かったが植物園はその途中にあるので

立ち寄る｡しかしながら案内して くれた人が

保健所の役人であったため不案内で管轄ちが

いの植物園の様子は全 くわからず,事務所が

どこにあるのやらそれすらもわからない始末｡

キナ栽培地に行 く時間の都合もあり,ただ入
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写真8,9 RoyalFore stDepartment の
植 物園 (チ ェンマイ)

口付近U)刷 物を名札をたよりにしばらく見て

回 っただけで退散せ ざるを得なかった ｡ かた

り期待 してここでは多 くの張用樹木が見られ

るものと思 っていたojに仝 く残念だことで,

またの機会には是非ゆっくりと心ゆ くまで見

学 したいものと思 う｡ これからさらにジ-プ

で両 を登 り高さ約1,700メー トル,チェンマイ

から18キロくらいの両地にキナ樹栽培地があ

った｡20年ほど前 にできたというあまり広 く

ないところで (約7,200平方メー トル),ほん

の試験栽培地 という感 じであったが割合よ く

告押 されていた ｡ただここにはタイ人農夫が

ただ 1人rr里里にあたっているようで,専門の
技術者が現地にいるではな し∴案内して くれ

た女性技官も保健所の役人でありただ道案内
を して くれたにすぎず,Jr]Fi大に詔を聞いて も

詳細 なことはわからない ｡ 例えば品種につい

て聞けば,｢大きい 葉 の種類｣, ｢小 さい葉の
種類｣ とい うだけで棉物名などt'ま全然わから
ない,というより通 じないf撒三であって,要

方的 に軌察 した結 二黒を記せば,いわゆる ｢大

きい葉｣, ｢小さい葉｣の 両 種 と も恐 らく

Cinchonasuccirubra柿C))1 晶 柿と思 う｡ か

-)て ジャワレ)チボタス柄物園で見た C_suc-

cirubra とくらべると比較にならないなど貧

fllJプ封封で,気IF/J'iその他の環境によるものか,

帯理 の良 し悪 Lによるものかわからないが,

これからキナ光,TL基を採取するためにはまだま

だ容易なことではないと思えたO両種のうち

では ｢小 さい葉｣の方 が通種のように思われ,

｢大きい葉 ｣ の品種には立ちイこ.けLの ものがか

なりあり,枯木には地衣が非常によ く着生 し

ていた｡ この地域 は年制 平均/'<相良25-6oC,
雨量 1,000-1,400mm あり,かつてわがLlで

は合湾でキナ樹の栽増にかなりの成功を見た

のであるから専門技術者の手をわず らわせば

十分よい成績を挙げ得 るのではなかろうか｡

このような気持をもって下直した ｡

翌｢工拝者 はチェンマイ車内の生薬店を視察

したが,これはたまたま四寺井教授からの依

頼品を手渡す ことから在留邦人大両平八郎氏

に会い.人両氏夫妻ojノ案内で_/摘 'i店を視察す
ることができたので,全 く予期 しなかった幸

運に巡り会ったといわざるを得ない｡案内を
受けた_'L:_ミ肘 書はインド人経営の英店で,主人

はなかなか長くむずか しそ うな老人であったが,

辛い大 山氏 とは視しいFI舶勺であったので心よ
く見学 させて くれたO この店はバ ンコクで見

た骨 .Elさとはことなり,タイ葉専lHjTLEi=で,タイ
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写真10,11 キナ樹栽培園とキナ樹の花 (チェンマイ)

薬と中英の兼業ではなかった｡チェンマイは

タイ人が中心で中英を利用する人が少ないと

いう関係からではなかろうか｡ちょうどこの

タイ薬店の向かい側に近代的な西洋医薬品を

扱 う薬局があり極めて対照的であった｡さて

このタイ薬店でもまたタイ薬約50種の標品を

収集することができたが,店先にはざっと数

えて約 300数十種のタイ薬を置いているよう

で,ここの主人公と対談中,最も普通に使わ

れているというか,よく売れていると思われ

る生薬中,バ ンコクではあまり見かけなかっ

たようなものを主として集めたつもりである｡

その際,特に目についたことは樹木類の生薬

の種類が多かったことで,メナムデルタのバ

ンコクとことなり,樹木の多い山岳地帯をひ

かえたチェンマイの土地柄をあらわすもので

はない かと思った｡また動物性,鉱物性の生薬

もかなり目立ち,バンコクで見たものとは種

類 もちがっているように思えたが,ここでも

動,鉱物性生薬については調査研究を省略し

た｡しかもその日の午後早々の倭でバ ンコク

190

-戻る予定になっていたために,ゆっくり見

学研究する時間がな く,事前に予期しなかっ

たタイ薬店の視察であっただけにうしろ髪を

引かれる思いがした｡結局 1泊 2日のあわた

だしい時間のうちにチェンマイ旅行を終えた

が,再びチェンマイを訪れる機会をつ くり,

山地民族,あるいはビルマ,インドなどとの

関連性を追求 しながらたっぷりとタイ薬の調

査を行なうならば一層興味あることがわかる

のではあるまいか｡また筆者が往路チェンマ

イ-の途中で着陸したPhitsanulok空港から

ほど遠からぬところにペグ阿仙薬を製造 して

いる部落のあることがバ ンコク帰着後に判明

した｡今回のスケジュ-ルでは出発前に知っ

たとしてもとうていそこまで出かけることは

不可能であったが,これなども次の機会には

ゆっくりと調査 したい｡

チェンマイ案内の労をとられた Mrs.Aun-

chunThongtawee,突然訪れてひと方ならぬ

お世話をいただいた大山平八郎御夫妻に深謝

する｡
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3. チャンタブリ英用植物農園視察

チェンマイの調査を終えてバ ンコクに帰着

した翌捌,センターのジ-プを借用 してバ ン

コクから東方約 300キロのカンボジアとの国

境に近いチャンタブリ-昆駆とばした｡案内

役には Dr.Komolの指示で,術生試験所の

MissThanomwangAmarayakuが同行,LL'T
発が遅れ,10時バンコク発,途申ココナッツ

ビ-チで局食をとり平均時速90キロ以上でと

ばし,午後 4時すぎやっとチャンタブリに到

着,保槌所長の案内で旅合に落ちつ くU片道
に 1日を門やしてしまった｡ 翌 ｢lは保健所長

C/j案内で保健術ft-,.省C/)薬用植物農園にIL)1かけ

たが街から東北方20キロあまり,ジープで約

30分あまりかかる二不便なところにある｡ 途中

はほとんどゴム林で,農周に隣接するゴム林

を視察 したが,樹は老生 し,タッピングして

あっても乳液は希溝でしかも極めて少量 しか

落ちていない｡見るからに老化現象を起 こし

ていることがわかる｡ これほどの地域にある

ゴム閲をなんとか更fE-_する方法はないものか,

全 くおしいものである｡ 薬用植物農1拙 ま広さ

約 4万平方メー トル,栽培種はわずかに約160

種と聞いた｡ いかに大きくなる樹木がた くさ

んあるといっても4万平方メ- トルに 160種

とはちょっと少なすぎるように思われるが,

闇の入 口近 くに農犬舎があるだけで,研究室

写真12 タイ薬専門店内部(チェンマイ)

や実験室,膳葉庫があるわけでもなし,もち

ろん植栽植物目録もない｡農夫が数名いた く

らいで植物園の形態はな く,農園にすぎない｡

農夫舎附近の通路は整備されていたが,ほと

んど広い敷地に植えっ放 しといった状態であ

った｡ 抜目勺を 案内 してもらった農大は植物

の名前をタイ,/(]でしか知らず,これを同行の

MissThanomwangが リス トでラテン名を調

べて,筆者に教えて くれるという三段構えで,

えらく手間がかかる｡こんなことでメ-ン通

路を見るだけで半日経ってしまった｡ここで

農夫達のつ くって くれた昼食の御馳走になる｡

午後は MissThanomwang が疲れてしまっ

たらしいので,筆者の見たい植物名を書き上

げ, それだけ見せてもらう ことにした が,

書 き上げたほとんどのものはここにはなかっ

た ｡ こんなことで農r拙ま引き上げざるを得な

かったが, それでも巳豆, 丁子, 大風子,

ホ ミカ,ス トロファニッスの一種などの花が

咲き,実を結んでいて,手にとって見 られた

ことはうれ しかった｡また,20年前,正倉院

葉物のL璃査研究をした＼rjl時,われわれの議論

の中心になった=奄麻経の母柚物 Phyllanthus

emblicaL.の樹を目の前にし,その果実を見

ることができて感慨無量であった｡

さてこの地方一帯は熱帯降雨林地区であり,

年間雨量3,200-4,000mm∴平均気温28-9oC

写真13 タイ薬専門†吉の店頭で (左より

2人目インド人｢吉主,3人R在
留邦人大山氏,右端筆者)
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写真14,15 チャンタブリ薬用植物農園で

左 CinnamominminerusREINW

右 StroPhanthussp.

の地域であって,熱帯植物栽培に適 し,しか

もバンコクからは比較的近い (交通の優は全

く不便であるが)という好条件に恵まれてい

る｡しかし現状は,ただ熱帯地域の薬木を植

えてあるだけという感じがした｡もっともっ

と研究人員と施設が整備されるならば,タイ

国にとってよりいっそう利用できる有用な植

物園となろうものに,タイ国におけるこの方

両の人的不足がチェンマイのキナ栽培園とと

もにつ くづ くおしまれる｡

その夜,夕食後保健所員の案内で薬店の見

学に出かけたが,タイ薬を扱 う店が容易に見

つからず,閉店まぎわの薬店にとびこみ,あ

わただしく見学,またこの地方から出産する

生薬などについて尋ねてみたが,詳 しいこと

は教わらなかった｡わずかに標品類を購入 し

ただけに終わった｡なおこの店は中薬も扱い,

ほとんどバンコクの薬店をやや小規模にした

店であったが,ここでも黄連,川等,麦門冬

など日本産の中葉があったのには驚いた｡

往復に2日を費やす,2泊 3日の強行軍で

あったが, 同行された MissThanomwang,

192

チャンタブリで案内の労をとられた保健所の

人達に謝意を表 したい｡

以上でタイ国各地のタイ薬,中英の調査,

あるいは薬用植物の数々を見学することがで

きたが,タイ国出産の生薬で,輸出量におい

てかなりの比重をしめる,箆麻子(ヒマシ),

タマ リンド,ラウオルフィア(インド蛇木),

ペグ阿仙薬,シャム安息香などについては,

いずれも筆者らの視察 した薬店で若干の標品

の収集はできたが,これらの生薬はそれぞれ

別に専業の取扱い業者があり (これは他の香

辛料生薬についても同様のことがいえる),今

回は調査期間の関係上,これら専業の業者ま

で調査研究する機会がなかった｡これはあた

かも日本における人参,-ッカ,除虫菊,塞

天などとよく似た形態である｡なおこれらの

生薬の品質,品種などについては香港市場に

あらわれる生薬によってその概略と他地方産

のものとの比較もできるが,その他のことに

ついては機会があれば再び調査を行ないたい

と考えている｡
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1[ シンガポールの香辛料生薬市場の

調査研究

以上タイ国における生薬に関する予備的な

調査研究を終わり,クアラル ンプールを経由,

シンガポールに立ち寄り,同地の生薬市場を

視察 した｡シンガポールは戦後香港にくらべ

て市場としての地位は低下 したとはいえ,な

お香辛料生薬を主にマレー,インドネシア産

生梨の集散の中心になっている｡筆者は香辛

料生薬を中心に市場の調査を実施した｡その

主なものはPepper,Nutmeg,Mace,Cardamon

類などであったが,各地の各種の生薬を見る

ことができた｡また最近日本に輸入されるス

マ トラ安息香にいろいろな問題があり,その

現状についても知りたかったが,たまたま業

者の好意からスマ トラ安息香の工場 (名前は

スマ トラ安息香であるが,シンガポールにも

その工場のあることがわかった)を心おきな

く見学することができてはじめてその実体の

詳細 を知ることができた｡ すなわち従来は

｢スマ トラ一帯に野生する Styrax benzoin,

S.sumatranusの 樹幹に傷をつけてこれか

らにじみ出た樹脂｣となっていたが,工場で

実際に見た結果は,これらの樹木の樹脂では

あるが,単純にその樹脂を集めたものではな

く,幾種類かの樹脂を破砕してこれを混合,

圧搾成形 して,人工的に製造するものである

ことがわかった｡最近品質的にいろいろの問

題があったのも,このように幾種類かの原料

樹脂から適当にその販売品質に応 じて製造さ

れたものであれば当然のことであるのを知っ

た｡なおこれらの原料樹脂の母植物が何であ

るかはスマ トラの調査をしなければ判明しな

い｡また原料樹脂にはボルネオ,サラワク方

面からもシンガポールに入って来ることを知

り,少な くとも従来文献に見られるようにS.

benzoin,S.sumatranum だけではないよう

であるO帰国後目fタイ国で入手した安息香

(シャム安息香)とも比較研究中で詳細は近

く別 に報告したい｡ なお安息香についての知

見はシンガポール到着前までは全 く予期しな

かったことで今回の調査研究旅行最後の-大

収穫で,そのうえここでも多数の香辛料生薬

標本を収集することができ,シンガポールま

で来たことは無駄ではなかった｡なお,マレ

-シア生薬については今回は一部のものを見

たが,もちろん不十分であり次の機会にゆず

ることにした｡

以上で10月31日～11月17日にわたる東南ア

ジア生薬,主としてタイ生薬の調査に関する

予察を終わったが,その間今後の研究方針樹

立の資料として多数の標本類その他を収集す

ることができたのは最大の収穫であった｡

お わ り に

今回の調査研究は主としてタイ国の生薬に

関する調査であったが,タイ国で見 られる生

薬はその使用される面から見ると,今まで主

として述べてきた (1)タイ古典医学の治療に

用いられる ｢タイ薬｣,(2)東洋医学 (漢方医

学)の治療に用いられる ｢小薬｣のほかに(3)

今回の調査ではふれることができなかったが,

辺境 の 止り也民族 などが 用いるローカル的な

｢民間薬｣, (4)西洋医学の治療に用いられ,

あるいは近代医薬品の製造原料となる,いわ

ゆる ｢西洋生薬｣がある｡後者については筆

者が Dr.Komolの好意でいただいたタイ国

共材貿易 リス トに単独に名称のあげられてい

るものに除虫菊,バニラ,サフランー以上輸

入,デ リス根,ラウオルフィア(インド蛇木)

-一以上輸出などの名称が見られるOこの他こ

れも貿易 リス トにかなりの比重を示す (5)香

辛料がある (例 えば肉豆惹,肉豆蒐花,丁子,

八角筒香,月桂菓などである)0

以上のように生薬は 5種類に大別できるが,

その区別は明確なものではな く,前述o_)よう

にタイ英として使用するとともに中 葉として
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も使用するもの,またタイ薬であり中英であ

り近代薬物の製造原料とするもの,あるいは

香辛料でありタイ薬であり中薬であるものな

どお互いに共通のものがたくさんある｡

これらの生薬のうち,タイ国産の生薬で,

しかも大量に広 く国外に輸出されている有名

生薬,例えば大風子,蒐麻子,縮砂,ペグ阿

仙薬,ホ ミカ,タマリンドなどもこれをよく

検討してみると生薬そのものについてはよく

解明されてほいるものの,タイ国内における

産地,母植物の分布,採取調製法などの生産

過程などについてはいまなお不明な点がはな

はだ多い｡

さらにこれが純然たるタイ薬になると最初

に述べたタイ語のわずかな文献以外にこれを

紹介するものはなく,文献に紹介する母植物

さえあいまいな点が多 く,ほとんど不明であ

るといって差 しつかえない｡

一方タイ国における生薬の研究現状は,筆

者が視察した時限では研究機関としてはバン

コクに SchoolofPharmacyの生薬学教室と

衛生試験所の薬用植物部の二つしかなく,研

究陣も少ない｡さらに純生薬学的な研究,す

なわち生薬研究の基本の第一歩である基原植

物を決定する研究に従事している人は皆無で

ある｡またこれらの研究施設における生薬学

的研究遂行に必要な設備もまた皆無といって

も過言ではない｡もっとも基原植物を決定す

るにもタイ国内のフロラが不明に近い状態に

あるからといえるかもわからないが,その点

は植物学関係(動物学その他も),農学関係の

協力を得れば不可能ではない｡また将来この

方面の研究に従事するかもわからない学生の

教育方面も単に欧米生薬について欧米の数種

の生薬学の教科書から抜粋教授されている状

態で,タイ国自身の国内で広 く利用されてい

るタイ生薬や中英については全 く放置されて
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いる｡この状態ではこの方面を志す学生が現

われてくることもないし,また養成すること

もできない｡

筆者に同行してくれた保健省の若い薬学士

は専門でないにしてもタイ生薬の名称はおろ

か,そのようなものの存在すら知らない状態

であった｡これをかつてのわが国にあてはめ

てみるならば生薬研究に関する限り,大正初

期はおろか明治,あるいはそれ以前の状態に

あるといってよい｡

筆者は今後タイ薬の実体と品質を明らかに

するとともにフロラの明確化にともない,そ

の基原植物を決定し,さらにタイ薬を含め今

なお不明確なタイ国産有名生薬の産地,生産

過程の調査研究を行ない,またこれらの生薬

のなかには他国産の同一生薬にくらべて品質

の著しく劣るものがあり,その原因の追求も

試みるつもりである｡一方またタイ国の生薬

学的研究の向上にも協力したい｡

この基礎的な研究からなされない限りタイ

生薬の成分,薬理的研究はとうてい望むべ く

もなく,同時に資源的にも開発は望まれない｡
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